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§１．研究実施体制  

 

（１）「代表者」グループ（早稲田大学） 

①研究開発代表者：所 千晴 （早稲田大学理工学術院、教授） 

②研究項目 

・電気パルス法による解体技術開発 

・製品ライフサイクルシミュレータ開発 

・動脈側メーカーとの議論 

・未来型材料に対する電気パルス法を中心とした物理的分離濃縮技術の適用可能性調査 

 

（２）「東工大」グループ（東京工業大学） 

①主たる共同研究者：梶川 裕矢 （東京工業大学環境・社会理工学院、教授） 

②研究項目 

・残存価値評価モデルの構築 

・統合型設計、オペレーションモデルの構築 

・自動車等における未来型材料の方向性調査 

 

（３）「東北大」グループ（東北大学） 

①主たる共同研究者：福島 康裕 （東北大学大学院工学研究科、准教授） 

②研究項目 

・MFAのためのデータ収集、推算モデルの構築 

・未来型材料への電気パルス法を中心とした物理的分離濃縮技術導入の社会インパクト評価 

 

（４）「東大」グループ（東京大学） 

①主たる共同研究者：菊池 康紀 （東京大学未来ビジョン研究センター、准教授） 

②研究項目 

・解体技術の LCA評価 

・未来型材料への電気パルス法を中心とした物理的分離濃縮技術の適用による環境負荷の変化の評価 

 

（5）「熊大」グループ（熊本大学） 

①主たる共同研究者：浪平 隆男（熊本大学パルスパワー科学研究所・准教授） 

②研究項目 

・電気パルス法による解体技術開発 

・未来型材料に対する電気パルス法適用の技術的検討 
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§２．研究実施の概要  

 

接着やコーティングによって接合された材料を主なターゲットとし、電極位置を制御した新規電気パ

ルス法によってその剥離や解体を検討した。新規電気パルス法によって、従来型の間接アーク放電法よ

りも、直接アーク放電法による対象の放電特性を生かした分離が可能となり、水中のみならず気中での

適用可能性がひろがった。また、剥離や解体の選択性および局所性が増し、より少ない印加回数での分

離が可能となった。さらに、細線爆発法の利用が可能となり、対象に含まれる金属細線や金属箔を選択

的に昇華させ回収することにより、物理/化学融合分離濃縮法の開発に至った。これらによって、これま

で従来型電気パルス法では達成が困難であった、リチウムイオン電池正極材からの正極材粒子層の剥離

や、太陽光パネルセルシートからの選択的な金属回収が可能となった。開発した新規電気パルス法は、

従来型の加熱法や従来型電気パルス法に比べて、省エネルギーであることを確認した。 

さらに、自動車を主軸とした未来型材料への新規電気パルス法の適用可能性を調査・検討した。調査

の結果、低炭素化や軽量化への要望によって今後ますますニーズが高まると予想される接着材料に対し

て高精度な分離が課題となっていることを確認した。新規電気パルス法によって、鉄やアルミ、CFRPを

異材接着した材料に対して、水中での剥離が可能であることを確認した。 

製品／モジュール／部品などの重層的なリユース・リサイクルを効果的に実現するためのライフサイ

クル管理方式の評価と、それらの環境負荷、資源消費を評価するための汎用ライフサイクルシミュレー

ションシステムを試作し、電気自動車用リチウムイオン電池の車載用および定置型蓄電池へのリユース

に適用し有効性を確認した。また、リチウムイオン電池をターゲットとした MFA/LCA連成シミュレータ

を開発し、今後変化していく外部環境（需要、製品・部品・材料の環境負荷原単位）の下で、リユース

およびリサイクル技術に含まれる変数がコストや環境負荷、資源効率に与えるインパクトを定量的かつ

そのダイナミクスを反映して評価することが可能となった。 

 

 


